
キャベツ
※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。
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ナメクジ対策 おすすめ薬剤
ナメクリーン3

新芽や若葉など柔らかい葉を舐めるように食害する。

食害痕は果実や葉に穴が開き、ヨトウムシと似てい

るが、ナメクジの場合、糞や筋状の粘液が付着して

いる。傷口から病害感染を助長する。

ナメクジ

ナメクジ類・カタツムリ類を誘引し、

摂食させて効果を発揮させるベイト剤

スラゴ
幅広い農作物や有機農産物栽培でも使用可!
カタツムリ類・ナメクジ類：1～5g/㎡

アフリカマイマイ：3～5g/㎡ ヒメリンゴマイマイ：5g/㎡

発生あるいは加害を受けた場所又は株元に配置

発生時 / ー回

カタツムリ類・ナメクジ類

1～3kg/10a 株元散布 収穫14日前まで / 2回

徒長対策におすすめ！

このような症状には注意！
・植物の元気がない
・葉色が薄い
・葉と葉の間隔が長い
・自力で立てない

チョウ目害虫に注意!
気温が上昇するとチョウ目害虫の発生が増加します。
大量発生し、被害が拡大する前に定期的な防除を心掛けましょう！

対象病害虫によって希釈倍率が異なる場合があります。ラベルの確認をしてから使用してください。

シロイチモジヨトウ ハスモンヨトウ オオタバコガ

発生時期
春・秋(年間1~2世代) 4~6月に産卵、40日ほどで
孵化し、秋までに成体になる ※種類によって異なる

生育適温
15~30℃ それ以上の高温は徐々に死亡する
低温には強く、0~10℃以下でもすぐには死亡しない

被害作物
キャベツ・ハクサイ・ブロッコリー・トマト・ピーマン・ナス・セル
リーなど カンキツの果実の傷は大きくなると目立つ

IRAC 対象害虫 薬剤名 希釈倍数
使用
時期

回数

4E
ｺﾅｶﾞ・ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ類・ｱｵﾑｼ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ 等

フィールドマストフロアブル 4000倍 前日 2回

13
ｺﾅｶﾞ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ・ｱｵﾑｼ 等

コテツフロアブル 2000倍 前日 2回

28
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｱｻﾞﾐｳﾏ類・オオタバコガ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ・ハイマダラノメイガ 等
兼商ヨーバルフロアブル 2500～5000倍 前日 3回

30
ｺﾅｶﾞ・ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ・ハイマダラノメイガ 等
グレーシア乳剤 2000～3000倍 7日前 2回

亜リン酸配合！軟弱徒長株を強く！ 

樹を締めて徒長防止！
抵抗力の向上に！

1000倍 葉面散布

肥料登録:
輸第9423号0-28-26

◎石灰硫黄合剤、アルカリ性農薬、銅剤、液肥、ホルモン剤との混用は避ける。
※カテキンパワーとの混用は可能です

エレマックス赤

 細胞壁の強化
 高温・低温への抵抗性
 耐病性の向上
 成長促進・抑制のコントロール

〈葉面散布〉
育苗期2,000（春夏）
成長期5,000～10,000倍
〈潅水〉
原液100～200ml／10a
倍率コントロール

20,000～50,000倍

マグマSi
吸収性の高い水溶性ケイ酸資材 安心・安全の「天然成分」で、抵抗力を引き出す 

ファイトO2

 葉が立つ、葉がしまる
 毛細根の充実
 葉の未消化窒素の分解を助ける

肥料登録:
生第83241号

1000倍 葉面散布、定植時のどぶづけ


